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市の人口●129，372人（＋107人） 
市の世帯数●54，557世帯（＋481世帯） 
 平成２３年１０月１日現在（　）は前年同月との増減 

●ざまインフォメーション（6・7面） 

●みんなの健康（3面） 11.15
【座間市のお知らせ】 894

平成23年 
（2011年） 

●夏の節電対策実施結果（8面） 

11.15
【座間市のお知らせ】 894

平成23年 
（2011年） 

●夏の節電対策実施結果（8面） 

●ざまインフォメーション（6・7面） 

●平成２２年度水道事業会計決算の認定（4・5面）

●みんなの健康（3面） 

●平成２４年度相互提案型協働事業の募集説明会（2面） 

市の人口●129，543人（＋107人） 
市の世帯数●54，458世帯（＋481世帯） 
 平成２３年１０月１日現在（　）は前年同月との増減 広報 

◆平成２３年（２０１１年）１１月１５日発行
◆座間市市民部広報広聴人権課編集
〒２５２-８５６６
神奈川県座間市緑ケ丘一丁目１番１号
1０４６（２５５）１１１１（代）5０４６（２５５）３５５０
URL：http://www.city.zama.kanagawa.jp/
：http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/

◆平成２３年（２０１１年）１１月１５日発行
◆座間市市民部広報広聴人権課編集
〒２５２-８５６６
神奈川県座間市緑ケ丘一丁目１番１号
1０４６（２５５）１１１１（代）5０４６（２５５）３５５０
URL：http://www.city.zama.kanagawa.jp/
：http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
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希望者への広報紙の戸別配布を実施中
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※新聞を購読されている方には、新聞に折り込まれます

○届かない場合　（株）かなしんサービス　7０１２０（１１１）４２９（無料）
○新規のお申し込み　申込専用電話　1０４６（２５２）８６８４（広報広聴人権課）

　市と市観光協会、かながわ観光大学推進協議会では、観光の振興を目
的とした講演会を開催します。観光による地域の活性化に興味のある方
は、ぜひお越しください。
※かながわ観光大学推進協議会とは、県内に観光系学部・学科を設ける
大学により構成される協議会です。今年度は座間、平塚、鎌倉で移動観
光大学を開催します。
○と　き　１２月１６日（金）午後６時～９時
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）小ホール
○内　容　講演「観光、人づくりと交流」とパネルディスカッション
「花の観光まちづくりと市民育成」
○講　師　加藤文男さん（観光庁選定「観光カリスマ」）ほか
○定　員　３００人（申込順）
○費　用　１，０００円
○申込方法　１２月９日（金）までに電話で担当へ
※観光協会会員で参加希望の方は、市観光協会（1０４６（２０５）６５１５）へ連
絡してください。
　
担当　　　　　　　　　商工観光課　1０４６（２５２）７６０４　5０４６（２５５）３５５０

市制４０周年市制４０周年
記念事業記念事業

本本年年９９月月にに開開催催さされれたた県県立立座座間間谷谷戸戸山山公公園園ででのの竹竹灯灯りり

○と　き　１１月２６日（土）午
後５時～８時（雨天順延）

○ところ　龍源院周辺（小田
急線座間駅から徒歩１０分）

※駐車は、座間小学校をご利
用ください。

　１１月下旬から１２月上旬までに開催される市民芸
術祭は次のとおりです。皆さん、お誘い合わせの
上、ご来場ください。

市市民民芸芸術術祭祭

ところ開催時間と　き内　容
ハーモニーホール座間
（市民文化会館）
１階ギャラリー

午前９時３０分～午後５時
（２３日は１時から。２４日
は休館。２７日は４時まで）

１１月２３日（水）
　～２７日（日）

絵画展

ハーモニーホール座間
１階　常設展示室

工芸・生活
美術展

ハーモニーホール座間
１階　大ホール午後０時４０分開演

１１月２７日（日）

市民音楽祭
（合唱の部）

座間市公民館
３階　集会室

午前１０時～午後５時※受
け付けは午前９時～１０時囲碁大会

ハーモニーホール座間
１階　小ホール午前９時３０分開演民謡大会

ハーモニーホール座間
１階　ギャラリー

午前１０時～午後５時（４
日は午後４時まで）

１２月２日（金）
　～４日（日）さつき展

ハーモニーホール座間
１階　大ホール午後０時３０分開演（予定）１２月４日（日）入谷歌舞伎

公演

担当　　　　　　　　　生涯学習課　1０４６（２５２）８４７６　5０４６（２５２）４３１１

かながわ移動観光大学
座間キャンパス

ざまりんです。市制４０周年

の式典で、座間市特別住民票

をもらって、特別住民になり

ました。よろしくね。

【ざまりんプロフィール】
氏名　ざまりん
誕生日　平成２３年１１月３日
住所　市内のひまわり畑
性別　不明（妖精に性別はない？）
住民となった日　平成２３年１１月３日
好物　お日様の光、市特産・推奨品
趣味　日光浴
友達　ミツバチ
使命　座間プロモーション（座間市
ＰＲ）

　市の花ヒマワリをイメージしたこ
の妖精は、お日様の光が栄養源。
　頭の部分は、お日様に向かって飛
躍するヒマワリの花。体はヒマワリ
の種で、そこには希望の種がたくさ
ん詰まっています。

　市のマスコットキャラク
ター「ざまりん」は、デザ
インと名称を市民に公募し、
決定しました。
　今後、市のＰＲの中核と
して利用していきます。
　また、市民の皆さんも「ざ
まりん」のデザインを使用
できるようになります。営
利、非営利問わず、キャラ
クターの使用料は無料です。
詳細は、市ホームページま
たは担当へ問い合わせくだ
さい。
担当　　　　　企画政策課

1０４６（２５２）８２８７
5０４６（２５５）３５５０

市マスコットキャラクター市マスコットキャラクター
「ざまりん」誕生！「ざまりん」誕生！

かながわ移動観光大学
座間キャンパス

鈴鹿・長宿の街並み
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  ZAMA

平平成成２２４４年年度度 相相互互提提案案型型協協働働事事業業のの
募募集集説説明明会会をを開開催催

　市では、市民活動団体の皆さんと市が「協働」して地域課題の解決
に取り組んでいく相互提案型協働事業の平成２４年度募集説明会を開催
します。住み良い地域社会を目指して、皆さんの熱意とアイデアに満
ちた提案をお待ちしています。
　応募団体の条件や実施可能な事業の相談・お問い合わせは、担当ま
たは市民活動サポートセンター（1０４６（２５５）０２０１）にご連絡ください。

【募集説明会】
○と　き　１１月２７日（日）午前１０時～
○ところ　サニープレイス座間（総合福祉センター）研修室
○対　象　市と協働で活動することのできる市民活動団体
○内　容　提案型協働事業の仕組みと、平成２４年度市提案型協働事業
について、担当課が構想・概要を説明

【提案事業】
○実施期間　平成２４年４月～平成２５年３月
○対　象　市民団体から提案される協働事業と、市から提案する３事業
・在住外国人支援事業（市民協働課提案）
・防災啓発研修会事業（安全防災課提案）
・ざま再発見写真コンテスト（生涯学習課提案）
※提案事業の事業実施の正式決定は、平成２４年３月末ごろとなります。

担当　　　　　　　　市民協働課　1０４６（２５２）８０３５　5０４６（２５５）３５５０

　住民基本台帳カード（住基カード）の普及促進のため、平成２４年３月３１
日（土）まで、通常、同カードの交付にかかる手数料５００円が無料になりま
す。ただし、確定申告などで利用する公的個人認証登録費用は５００円の手数
料がかかります。この住基カードに、「印鑑登録証」の機能を追加した場
合には、セブン－イレブンや自動交付機で「住民票の写し」と「印鑑登録
証明書」を取得できます。
　また、写真付きのタイプであれば、公的な本人確認書類として利用する
こともできます。　
担当　　　　　　　　　　戸籍住民課　1０４６（２５２）８０８３　5０４６（２５５）３５５０

　市と市統計調査員協議会では、小・中学生に統計調査の重要性を理解し
てもらうために、毎年「統計グラフコンクール」を実施しています。
　２４回目となる今回は、市内小・中学生から４３点の作品が寄せられました。
入賞したのは、次の皆さんです（敬称略）。
○第１部（小学１・２年生）
　・特選　河野翼（相模が丘小２年）
　・入選　大澤彩貴（栗原小２年）
　・佳作　原由奈（旭小２年）
　・奨励賞　岩崎彩芽（座間小１年）
　・市統計調査員協議会奨励賞　小川桃子（相武

台東小１年）、田原拓幸（相武台東小２年）
○第２部（小学３・４年生）
　・特選　宮脇大空（入谷小３年）
　・入選　渡邉柚香、亀ヶ盛聖香（相武台東小３年）※合作。
　・佳作　森美琴（栗原小４年）
　・奨励賞　荻原未帆（ひばりが丘小４年）
　・市統計調査員協議会奨励賞　本戸康裕（相模野小４年）、長谷川大樹

（栗原小３年）
○第３部（小学５・６年生）
　・特選　白井みすず（旭小５年）
　・入選　諸石航世（東原小５年）
　・佳作　長谷川拓海（立野台小６年）
　・奨励賞　愛清里紗（東原小５年）
　・市統計調査員協議会奨励賞　板井典子（入谷小５年）、横山拓海（入

谷小６年）
○第４部（中学生）
　・特選　該当者なし
　・入選　白井あづみ（東中１年）
　・佳作　該当者なし
　・奨励賞　該当者なし
　・市統計調査員協議会奨励賞　該当者なし
※第６０回県統計グラフコンクールで、第３部の白井みすずさん（旭小５年）
は県教育長賞を、第２部の渡邉柚香さんと亀ヶ盛聖香さん（相武台東小３
年）は佳作を、第４部の白井あづみさん（東中１年）は奨励賞をそれぞれ
受賞しました。
【入賞作品展示会】
　今回紹介した入賞作品（各部佳作まで）を展示します。
○と　き　１１月１７日（木）～３０日（水）午前８時３０分～午後５時１５分（土
曜・日曜日、祝日の閉庁日を除く。３０日は午後４時まで）

○ところ　市役所１階市民ホール
担当　　　　　　　　情報システム課　1０４６（２５２）８３７９　5０４６（２５５）３５５０

　市民と行政が一体となって地域の課題
に取り組む市の事業の実施方法の一つで
す。
　市民活動団体から公益的な事業の実施
プランを募集し、団体と市が協働で取り
組む市民活動団体提案型協働事業と、市
が提案した事業の構想や概要に対して市
民活動団体から事業の具体的な実施プラ
ンを募集し、団体と市が協働で取り組む
市提案型協働事業の２種類があります。
どちらも市民の皆さんの発想と熱意に満
ちたアイデアを募集し、市民活動団体と
市がお互いに役割分担をしながら、事業
を実現していきます。

ざざままりりんんのの「「ここれれっってて何何？？」」
～～相相互互提提案案型型協協働働事事業業～～

「「第第２２４４回回統統計計ググララフフココンンククーールル」」
入入賞賞者者決決定定！！

【平成２３年度 相互提案型協働事業が決定】
　平成２３年度の相互提案型協働事業は、第１次審査、第２次審査を
通過した市民活動団体提案型協働事業２事業と市提案型協働事業２
事業に決定しました。すでに市と市民団体は協働して事業を進めて
います。決定した事業は次の事業です。
《市民活動団体提案型協働事業》
　１　生ごみの堆肥化推進事業「生ごみ資源化で節電、循環型社会

へ」（座間生ごみ堆肥化グループ）
　２　「命の尊さ・大切さ」発信事業（おやとも会）
《市提案型協働事業》
　１　防災啓発研修会事業（ざま災害ボランティアネットワーク）
　２　ざま再発見写真コンテスト（座間市写真連盟）

平成２４年３月３１日まで住民基本台帳カード
無料キャンペーン実施中！

平成２４年３月３１日まで住民基本台帳カード
無料キャンペーン実施中！
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担当　健康づくり課 　1046（252）7225　5046（255）3550

7０１２０（８６７）８６０（通話料無料）
※携帯電話・ＰＨＳ・ＩＰ電話からは  
1０３（３２３４）２０２６へ、聴覚障がい者は専用ファクス
5０３（３２３０）１１９９へ（通話・通信料発信者負担）。
担当 医療課　1０４６（２５２）７２９５　5０４６（２５２）７０４３

座間市２４時間健康電話相談2

▽持ち物＝母子健康手帳、ティースプーン、抱っこひ
もなど▽申込方法＝電話予約

▽とき＝１１月３０日（水）午前９時３０分～１０時３０分受け
付け▽ところ＝北地区文化センター▽内容＝身体測定、
尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相談、禁煙相談（対
象は１カ月以内に禁煙を始めたい方。要予約）▽持ち
物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝随時▽ところ＝市役所１階健康づくり課▽内
容＝食事療法や健康全般についての栄養士・保健師に
よる相談▽持ち物＝健康手帳（お持ちでない方には当
日発行）▽申込方法＝電話予約

▽とき＝１１月２１日（月）午前
９時３０分～１１時▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝歯周
病予防と歯間ブラシの体験▽
申込方法＝直接会場へ

ところ＝市民健康センター▽対象＝３カ月～７歳６カ
月未満（なるべく１歳６カ月までに）

▽とき＝１１月２２日（火）午後１時１５分～２時１５分受け
付け（時間厳守）▽ところ＝市民健康センター▽対象
＝平成２３年８月生まれ（対象者には個人通知します）
と対象月に受けられなかった６カ月未満児

▽とき＝①１１月２５日②１２月２日いずれも金曜日午前９
時３０分～１０時３０分受け付け▽ところ＝①市公民館②北
地区文化センター▽内容＝身体測定と食事・発育状態・
育児の相談▽持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接
会場へ

▽とき＝１１月２９日（火）午前１０時～１１時３０分（受け付
けは午前９時５０分まで）▽ところ＝市民健康センター
▽内容＝離乳食のすすめ方、子どもの発達について▽
対象＝おおむね生後７カ月～８カ月児とその保護者
（離乳食が２回食の赤ちゃん）▽定員＝３０人（申込順）

▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽

もぐもぐ教室

※聴覚障がい者専用問い合わせ先　5０４６（２５１）５２６３
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

救急診療 担当　医療課　1046(２５２)７２９５　5046(２５２)７０４３
◆休日（日曜日・祝日）昼間

受付時間診療場所電話番号診療科目
午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分休日急患センター

（市民健康センター１階）
1０４６（２５２）９０９０内　科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分1０４６（２５２）８２１７歯　科
午前９時～１１時３０分、午後１時３０分～４時３０分相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）1０４２（７５６）９０００耳鼻咽喉科
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６(２５１)０１１９でご確認ください。外科・婦人科・眼科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分
休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３小児科
（外科系を除く）
◆夜　間

受付時間診療場所電話番号診療科目
月曜～金曜日　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５２）９０９０内　科

午後６時～１０時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。外　科
月曜～金曜日　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３小児科
（外科系を除く）

◆深　夜

診療時間診療場所診療科目
午後１０時～翌日午前８時消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。内科・外科
午後１０時～翌日午前７時
（重病の場合は午前８時）

小児救急情報センター1０４６（２５５）９９３３でご確認ください。
小児科

（外科系を除く）

ポリオ投与
と　き（指定日厳守）対　象 １６日～末日生まれ１日～１５日生まれ

１１月２１日（月）１１月１８日（金）４月生まれ
１１月１７日（木）１１月１６日（水）６月生まれ

１１月２４日（木）６・９月生まれ
１１月２８日（月）１１月２５日（金）１０月生まれ

１１月２９日（火）４・１０月生まれ

健康相談

育児相談
個別健康相談

　市は、住民基本台帳などに登録されている住所に基づき、通学先の座
間市立小・中学校を指定しています。児童・生徒に個々の事情があり、
下表の各要件に該当する場合、指定された学校から他の学校への指定変

必要事項対象学年、変更期間要件
小・中学校全学年、必要とする期間いじめ被害への対応が必要な場合１
小・中学校全学年、卒業まで通学の利便性の地理的な事情や、通学の安全確保などの事情がある場合２

変更の理由と変更先学校長の同意中学１学年、必要とする期間指定された中学校に希望する部活動がないため、希望する部活動がある、児童・生
徒の住所から最寄りのほかの中学校に通学したい場合３

従前学校長の同意小学６年生か中学３年生、卒業まで市内転居したが、引き続き従前の学校に通学する場合４

従前学校長の同意小学１～５年生か中学１～２年生、
学年末まで学期途中で市内転居したが、引き続き従前の学校に通学する場合５

売買契約書または賃貸契約書の写しの提出小・中学校全学年、必要とする期間新築や改築などで、一時的に学区外に引っ越し（仮住まいを含む）したが、従前の
学校に通学する場合６

売買契約書または賃貸契約書の写しの提出小・中学校全学年、必要とする期間学区外への引っ越しが確実で、転居先の学区の学校へ通学する場合７

診断書の写しまたは関係者の 願 
ねがい

 書 （要資料
しょ

添付）の提出
小・中学校全学年、卒業まで心身や通院などの事情で、通学の配慮を必要とする場合８

預り先住所（所在地）、保護者の就労など
が確認できる書面（要資料添付）の提出小学全学年、必要とする期間自宅に帰っても、児童を保護する者がいないときに、保護者の帰宅まで親戚などの

家や勤務先・店舗などで児童を預かる場合９

保護者の母語または日本語訳での書類記入小・中学校全学年、必要とする期間指定校で希望する国際教室が開級されていないため、希望する国際教室を開級して
いる、児童・生徒の住所から最寄りの他の小・中学校に通学したい場合１０

小・中学校全学年、卒業まで指定校変更許可区域に住んでいる場合１１
小・中学校全学年、卒業まで要件６～９で指定校を変更した児童・生徒の兄弟姉妹である場合１２

更を希望する保護者は、「指定校変更申立」をすることができます。詳し
くは担当にお問い合わせください。
担当 学校教育課　1０４６（２５２）８７３９　5０４６（２５２）４３１１

小・中学校の指定を変更するには小・中学校の指定を変更するには

「「指指定定校校変変更更申申立立」」をを

　第２期の乳がん・子宮がん集団検診の申し込
みを１２月１日（木）から受け付けます。対象者
や受診料、当日の受け付け時間など詳しくは、
担当にお問い合わせください。

○申込方法　１２月１日（木）～７日（水）に電
話で担当へ（定員になり次第締め切り）
担当 健康づくり課

1０４６（２５２）７２２５　5０４６（２５５）３５５０

検診場所検診年月日

市民健康センター平成２４年１月１３日（金）、
　　　　１６日（月）、２８日（土）

市公民館平成２４年１月１８日（水）
北地区文化センター平成２４年１月２６日（木）

ＢＣＧ接種

歯っぴいマウス

１２１２月１日～月１日～７７日で申し込みを！日で申し込みを！

乳乳がん・子宮がんがん・子宮がん
集団検診集団検診

○と　き　１２月８日（木）午後２時～４時
○ところ　市民健康センター
○内　容　ウオーキングの講義と実技
○定　員　２０人（申込順）
○持ち物　健康手帳、汗拭きタオル、飲み物
※動きやすい服装、運動靴でご参加ください。
○申込方法　１２月７日（水）までに電話で担当
へ
担当 健康づくり課

1０４６（２５２）７２２５　5０４６（２５５）３５５０

身身体体すすっっききりり！！
からだ

爽爽快快ウウオオーーキキンンググ
～～ウオーキングの基礎とウオーキングの基礎と
あなたに合った歩き方～あなたに合った歩き方～
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平
成
二
十
四
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

個
人
市
県
民
税
の
改
正

個
人
市
県
民
税
の
改
正

グラフ１　収益的収入 

グラフ２　収益的支出 グラフ４　資本的支出 

グラフ３　資本的収入 

原水浄水配水及び給水費 
９億３,４８６万５千円 

５１.６５%

その他 
２,６７３万円 
１.４８%

総係費 
２億６,３１５万円 
１４.５４%

受託給水工事費 
１,１０１万円 
０.６１%

支払利息及び企業債取扱諸費 
３,９７５万円 
２.２０%

減価償却費 
５億３,４３８万２千円 

２９.５２%

給水収益 
１５億２,８５４万８千円 

８５.３６％ 

固定資産売却代金 
１０５万１千円 
０.３５％ 

負担金 
９３９万２千円 
３．０９％ 

配水設備工事費 
３億５,７５９万５千円 

４８.９４%

固定資産購入費 
１億９,６６２万４千円 

２６．９１%

企業債償還金 
１億７,６４３万１千円 

２４．１５%

その他営業収益 
３,５４４万９千円 
１.９８% 受取利息及び配当金 

１,４３６万４千円 
０.８０%

受託給水工事収益 
１,９５８万１千円 
１.０９%

その他 
３０３万円 
０．１７%

雑収益 
８,４０４万７千円 
４.６９％ 

水道利用加入金 
1億５８０万円 
５.９１%

他会計からの 
長期貸付弁済金 
１億５,３１９万８千円 

５０.４５%企業債 
１億４，０００万円 
４６．１１%

支　出 
７億３,０６５万円 

収　益 
１７億９,０８１万９千円 

費　用 
１８億９８８万７千円 

収　入 
３億３６４万１千円 
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収
益
的
収
支
の
決
算
は
、
グ

ラ
フ
１
・
２
の
と
お
り
で
す
。

収
益
の
合
計
は
、
十
七
億
九
千

八
十
一
万
九
千
円
。
内
訳
は
、

給
水
収
益
が
全
体
の
八
五
・
三

六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
次
い

で
水
道
利
用
加
入
金
、雑
収
益
、

そ
の
他
営
業
収
益
、
受
託
給
水

工
事
収
益
、
受
取
利
息
及
び
配

当
金
と
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の

収
益
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

四
十
九
万
六
千
円
、
〇
・
〇
三

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
水
道
料
金

の
増
加
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

費
用
の
合
計
は
、
十
八
億
九

百
八
十
八
万
七
千
円
。内
訳
は
、

原
水
浄
水
配
水
及
び
給
水
費
が

最
も
多
く
五
一
・
六
五
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
、
次
い
で
減
価
償

却
費
、
総
係
費
な
ど
と
続
い
て

い
ま
す
。
こ
の
費
用
を
前
年
度

と
比
較
す
る
と
、
千
三
百
七
十

五
万
三
千
円
、
〇
・
七
七
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
原
水
浄
水
配
水

及
び
給
水
費
の
委
託
料
の
増
加

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

二
十
二
年
度
の
収
益
的
収
支

に
お
い
て
は
、
千
九
百
六
万
八

千
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
が
、

積
立
金
を
使
用
し
て
補
て
ん
し

た
の
で
、
欠
損
金
と
し
て
の
繰

り
越
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

資
本
的
収
支
の
決
算
は
、
グ

ラ
フ
３
・
４
の
と
お
り
で
す
。

収
入
の
合
計
は
、
三
億
三
百
六

十
四
万
一
千
円
。
内
訳
は
、
他

会
計
か
ら
の
長
期
貸
付
弁
済
金

が
五
〇
・
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
ま
す
。
前
年
度
と
比

　

座
間
市
議
会
第
三
回
定
例
会
（
九
月
開
催
）
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を
除
く
決
算
額
は
、
収
入
総
額
二
十
億
九
千
四
百
四
十
六
万
円
、
支
出
総
額
二
十
五
億

四
千
五
百
十
三
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
水
道
事
業
会
計
の
中
身
は
、
水
道
事
業
の
経
営
活
動
に
関
す
る
費
用

の
収
支
で
あ
る
「
収
益
的
収
支
」
と
水
道
施
設
の
整
備
拡
充
に
か
か
わ
る
経
費
の
収
支
で
あ
る
「
資
本
的
収
支
」
の
二

つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
決
算
の
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当 

水
道
経
営
課　

1
０
４
６（
２
５
２
）７
４
７
０　

5
０
４
６（
２
５
７
）４
１
５
５

較
す
る
と
、
九
千
五
百
六
十
五

万
四
千
円
、
二
三
・
九
六
パ
ー

セ
ン
ト
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
企
業
債
の
減
少

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

支
出
の
合
計
は
、
七
億
三
千

六
十
五
万
円
。
内
訳
は
、
配
水

設
備
工
事
費
が
四
八
・
九
四
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
次
い
で
固

定
資
産
購
入
費
が
二
六
・
九
一

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
四
千
七

百
八
十
一
万
七
千
円
、
七
・
〇

〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
に
固

定
資
産
購
入
費
の
土
地
購
入
費

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支

出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額
四

億
四
千
二
百
六
万
八
千
円
（
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を
含

む
）
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
（
減
価
償
却
費
、
資

産
減
耗
費
な
ど
の
現
金
の
支
出

を
伴
わ
な
い
費
用
を
累
積
し
た

資
金
）
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
二
十
二
年
度
末
に
お

け
る
企
業
債
の
未
償
還
元
金
及

び
利
息
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。
ま
た
、
当
年
度
に
お
け
る

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

納
付
額
は
、
二
千
七
十
九
万
九

千
五
百
円
で
し
た
。

企業債の未償還元金及び利息 ���������� （単位：円）
２２年度２１年度２０年度

財務省財政融資
　７４４，９９９，９４１　８９０，０１８，６４９　８８１，７３９，２３０　　未償還元金
　１８３，８５５，５１２　２１３，４０５，４１２　１９６，７８７，２４７　　利　　　息

地方公共団体金融機構
　６３１，５６１，１００　５２２，９７３，１１２　４８０，４６６，８４７　　未償還元金
　１６５，９７９，８３０　１２９，９２３，６６５　１１０，８７９，７２１　　利　　　息

１，３７６，５６１，０４１１，４１２，９９１，７６１１，３６２，２０６，０７７未償還元金合計
　３４９，８３５，３４２　３４３，３２９，０７７　３０７，６６６，９６８利息合計

図２　供給単価と給水原価  
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図１　給水原価の内訳  
１３１円８７銭（１立方メートル当たり）  

その他　　７円９６銭（ ６．０４％） 

委託料　１７円４３銭（１３．２２％） 

受水費　３５円７１銭（２７．０８％） 

修繕費　　７円４５銭（ ５．６５％） 
動力費　　６円７１銭（ ５．０９％） 

給与費　１４円１９銭（１０．７５％） 

資本費　４２円４２銭（３２．１７％） 
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扶
養
控
除
の
改
正
点
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
図
１
参

照
）

①
十
六
歳
未
満
（
平
成
八
年

一
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
）
の
扶
養
親
族
に
か

か
る
扶
養
控
除
が
廃
止
さ

れ
ま
す
。

②
十
六
歳
以
上
十
九
歳
未
満

（
平
成
五
年
一
月
二
日
〜

　

平
成
二
十
二
年
度
の
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
が
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
決
算
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
特
別
会
計
は
、
平
成
二
十
年
四
月
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
従
前
の
老
人
保
健
制

度
に
基
づ
き
事
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
二
年
度
を
も
っ
て
、
廃
止
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
歳
入
と
歳
出
は
次
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
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平
成
二
十
四
年
度
か
ら
、
税
制
改
正
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
「
扶
養
控
除
」
、「
同

居
の
特
別
障
が
い
者
に
対
す
る
障
害
者
控
除
」
、
「
寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限

額
」
が
見
直
し
さ
れ
ま
す
。

担
当 

市
民
税
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
０
０
７　

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

平
成
八
年
一
月
一
日
に
生
ま

れ
た
方
）
の
扶
養
親
族
に
か

か
る
扶
養
控
除
の
加
算
部
分

（
十
二
万
円
）
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
十
九
歳
以
上

二
十
三
歳
未
満
（
昭
和
六
十

四
年
一
月
二
日
〜
平
成
五
年

一
月
一
日
に
生
ま
れ
た
方
）

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同

様
、
控
除
額
は
四
十
五
万
円

で
す
。

※
障
害
者
控
除
は
、
十
六
歳
未

満
の
扶
養
親
族
を
有
し
て
い
る

方
で
、
控
除
対
象
の
扶
養
親
族

に
該
当
し
て
い
な
く
と
も
適
用

さ
れ
ま
す
。

〈
ご
注
意
を
〉

　

市
県
民
税
の
算
定
に
お
い
て

は
、扶
養
親
族
の
人
数
に
よ
り
、

非
課
税
に
な
る
所
得
の
範
囲
が

決
ま
り
ま
す
。
年
末
調
整
や
確

定
申
告
、
市
県
民
税
の
申
告
の

際
に
は
、
扶
養
控
除
の
対
象
に

な
ら
な
い
十
六
歳
未
満
の
扶
養

親
族
も
含
め
た
扶
養
親
族
全

員
分
の
氏
名
ま
た
は
人
数
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
同
居
特
別
障
害

者
の
控
除
額（
二
十
三
万
円
）

は
扶
養
控
除
ま
た
は
配
偶
者

控
除
に
加
算
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
特
別
障

害
者
の
障
害
者
控
除
額
（
三

十
万
円
）
に
加
算
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

同
居
の
特
別
障
が
い
者
の
障

害
者
控
除
額
が
五
十
三
万
円

に
な
り
ま
す
（
図
２
参
照
）。

　

個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税

額
控
除
の
適
用
下
限
額
が
、

五
千
円
か
ら
二
千
円
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

　

被
災
地
の
自
治
体
へ
の
寄

附
金
や
、
自
治
体
を
通
じ
て

の
被
災
者
へ
の
義
援
金
、
日

本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募

金
会
な
ど
へ
の
義
援
金
は

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
と
し

て
市
県
民
税
、
所
得
税
の
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
総
務
省
東
日
本
大
震

災
関
連
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.soum

u.go.

jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

収
益
的
収
支
の
決
算

収
益
的
収
支
の
決
算

用語解説（グラフ１・２関係）
水道料金収入給水収益
新規給水申込者などから徴収する負担金水道利用加入金
水道用地の貸付料など雑収益
配水管切廻し修繕負担金などその他営業収益
委託された給水装置の新設や修繕などの工事による収益受託給水工事収益
預金利息など受取利息及び配当金
地下水をくみ上げ、各家庭などに供給するまでに要する費用原水浄水配水及び給水費
建物や施設などの価値の減少を各年度ごとに配分した費用減価償却費
管理や水道料金の徴収などに要する経費総係費
借入金の利息など支払利息及び企業債取扱諸費
委託された給水装置の新設や修繕などの工事による費用受託給水工事費

用語解説（グラフ３・４関係）
他会計からの長期貸付金の返済収入他会計からの長期貸付弁済金
借入金企業債
新たに配水管などを布設するとき受益者より工事費の全部ま
たは一部を徴収する負担金負担金

使用不能メーターなどの売却代金固定資産売却代金
水道管の布設など施設設備に要する費用配水設備工事費
水道用地などの購入代固定資産購入費
借入金の元金償還額企業債償還金

歳　出 
１，９３４万円 

諸支出金 
１，８８５万円　９７．５％ 

繰入金 
２９０万円　１５.０％ 

支払基金交付金 
４０万円　２.０％ 

諸収入 
１万円　０.１％ 

歳　入 
１，９３５万円 

繰入金 
２９０万円　１５.０％ 

繰越金 
１，６０４万円　８２.９％ 

医療諸費 
４９万円 
２．５％ 

寄
付
金
控
除
の
改
正
点

同
居
の
特
別
障
害
者
に

対
す
る
控
除
の
改
正
点

東
日
本
大
震
災
に
か
か

る
義
援
金
を
寄
附
し
た

場
合
の
市
県
民
税
上
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

　地下水（一部県から受水）をくみ上げ、皆さんの家庭に水を送るまでの
生産経費を給水原価といいます。また、水道水１立方メートル当たりにつ
いて、どれだけの収益を得ているのかを表したものを供給単価といいます。
この２つは水道事業の経営状況を判断する上での目安となります。
　平成２２年度の給水原価は、１立方メートル当たり１３１円８７銭（図１参照）、
供給単価は１１２円９５銭でした（図２参照）。なお、平成２２年度の給水実績
は、下表のとおりです。

水道水１立方メートル当たりの価格

給水実績

２２年度２１年度２０年度１９年度年度
区分

１２９，１４３１２９，００５１２８，３１３１２７，５６３（人）行 政 区 域 内 人 口
１２８，９８７１２８，８５２１２８，１６１１２７，０８２（人）給 水 人 口
 ５６，９２７ ５６，４５５ ５５，８６７ ５５，０９８（栓）給 水 栓 数
 ３８，７４８ ３８，５２０ ３８，６０２ ３８，９２５（m３）１ 日 平 均 配 水 量
 ４３，４１１ ４２，８７１ ４３，２８５ ４２，６３２（m３）１ 日 最 大 配 水 量
　　３００　　２９９　　３０１　　３０６（�）１人１日当たりの平均配水量

資
本
的
収
支
の
決
算

資
本
的
収
支
の
決
算

扶
養
控
除
の
改
正
点

図１　個人市県民税の扶養控除などの全体像 

～１５歳 １６歳～１８歳 １９歳～２２歳 ２３歳～６９歳 ７０歳～ （年齢） 

図２ 

控 除 対 象 親 族  

扶 養 親 族  

※平成２４年度より一般扶養控除となります。 

同居老親 
加算 

７万円あり 

老人 
扶養控除 
３８万円 

一般（成年） 
扶養控除 
３３万円 

一般（年少） 
扶養控除 
３３万円 

特定 
扶養控除 
４５万円 特定 

扶養控除※ 
３３万円 

上乗せ分 
１２万円 

同居老親 
加算 

７万円あり 

老人 
扶養控除 
３８万円 

一般（年少） 
扶養控除 
３３万円 

廃止 

特定 
扶養控除 
４５万円 

特別障害者控除 
３０万円 

特別障害者控除 
３０万円 

同居特別障害者加算 
＋２３万円 

同居特別障害者加算 
＋２３万円 

扶養控除 
又は 

配偶者控除 

扶養控除 
又は 

配偶者控除 

特定 
扶養控除※ 
３３万円 

上乗せ分 
１２万円 

廃止 

加算の対象を
扶養控除等か
ら特別障害者
控除に振り替え 

一般（成年） 
扶養控除 
３３万円 

※平成２４年度より一般扶養控除となります。 
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市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。
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ＤＶ相談のご利用を

　配偶者や恋人など、親しい異性か
らの身体的、精神的、経済的暴力（Ｄ
Ｖ＝ドメスティック・バイオレンス）
に悩んでいませんか？一人で考え込
まずにＤＶ専門相談員にご相談くだ
さい。
○と　き　毎週月曜・水曜・金曜日
午前９時～正午、午後１時～５時
１５分
○ところ　市役所１階広報広聴人権
課
※費用は無料です。秘密は守られま
す。
担当　　　　　　　広報広聴人権課
　1０４６（２５２）８４８３　5０４６（２５２）０２２０

交通安全推進大会にご参加を！

　交通事故の撲滅を願って、交通安
全推進大会を開催します。交通安全
功労者や、交通安全ポスター・標語
入賞者を表彰するほか、幼稚園児に
よる合唱や楽しい交通安全劇の上演
をしますので、ぜひご来場ください。
入場無料です。
○と　き　１１月２６日（土）午後１時
３０分～
○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
担当　　　　　　　　　安全防災課
　1０４６（２５２）８１５８　5０４６（２５２）７７７３

粗大ごみ収集の申し込みはお早めに

　市では、粗大ごみを申し込み順に
有料で収集しています。通常は申し
込みから１週間程度で収集していま
すが、毎年１２月は申し込みが非常に
多いため、２週間以上お待ちいただ
く場合もあります。年内の収集をご
希望の方は、早めにお申し込みくだ
さい。
≪申し込み電話番号≫
　1０４６（２５２）７５６０
担当　　　　　　　　　資源対策課
　1０４６（２５２）７６５９　5０４６（２５２）７６１６

布類の正しい出し方、
知っていますか？

【出せる物】
◇衣類（綿の入っていない物だけ）
◇靴下、下着など
◇シーツ、毛布、カーテンなど
【出せない物】
◇布団類、電気毛布、カーペット、
じゅうたん（粗大ごみとなります
ので、申し込みが必要です）
◇油が付いた物や汚れが落ちない物、
ペットが使用していた物（燃える
ごみの回収日に出してください）
【出し方】
◆布類は、ひもで十文字に縛るか、
透明・半透明の袋に入れて出す
◆衣類は洗濯（きれいな状態に）し、
乾かしてから出す　
◆雨が降っている時や、降りそうな

時は次の収集日に出す
※汚れたり、ぬれたりすると資源に
なりません。ご協力をお願いします。
担当　　　　　　　　　資源対策課
　1０４６（２５２）７９８５　5０４６（２５２）７６１６

障がい者スポーツ教室

○と　き　１１月３０日（水）午後１時
～３時

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）

○申込方法　電話、ファクスまたは
直接担当へ

※傷害保険に加入していますが、免
責事項や保険の支払額を超える場合
は、自己負担になります。また、送
迎や身体介護はしません。
担当　　　　　　　　障がい福祉課
　1０４６（２５２）７１３２　5０４６（２５２）７０４３

ご利用ください！市議会（本会議）
のインターネット映像配信

　市議会は、市民の皆さんに議会の
様子をさらに広くお伝えするため、
本会議のインターネット映像を配信
しています。映像は、インターネッ
トに接続できるパソコンでご視聴く
ださい。
　配信方法は、本会議開催中に議場
の映像をそのまま視聴できる「生中
継」と、開催日や発言者などから視
聴したい映像を検索できる「録画中
継」の２種類です。録画中継映像は、
生中継終了後、おおむね１週間後に
視聴できます。
【視聴方法】
　市ホームページのトップページ→
市政・まちづくり→座間市議会→イ
ンターネット中継→「録画中継を視
聴」または「生中継を視聴」の順に
クリックしてください。
※ご利用になる回線の状況やパソコ
ンの環境などにより、快適に視聴で
きないことがあります。
担当　　　　　　　　　議会事務局
　1０４６（２５２）８８７２　5０４６（２５２）８５５７

もくせいコンサート

○と　き　１１月２５日（金）午後１時
３０分～２時３０分
○ところ　ハーモニーホール座間

（市民文化会館）小ホール
○内　容　障がいのある方や幼児か
ら大人まで楽しめる歌とフルー
ト、ピアノの演奏

○定　員　３００人（先着順）
○申込方法　当日直接会場へ
問い合わせ先　　　　　もくせい園
　1０４６（２５３）０８０４　5０４６（２５４）７７１７
担当　　　　　　　　障がい福祉課
　1０４６（２５２）７９７８　5０４６（２５２）７０４３

第５７回座間市児童文化展

○と　き　１１月１８日（金）～２２日（火）
午前９時～午後５時（２１日（月）は
休館、２２日（火）は午後４時まで）

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール

○内　容　市立小学校児童の絵画・
工作・書道作品の展示

○入　場　自由　　
担当　　　　　　　　　生涯学習課
　1０４６（２５２）８４７６　5０４６（２５２）４３１１

家庭教育研究集会

○と　き　１２月７日（水）午前１０時～
正午（午前９時３０分受け付け開始）

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール

○内　容　「パワフルエクササイズ
生重参上！！～元気と知恵をもら
いに行きませんかー？～」

○講　師　ＮＰＯ法人スクール・ア
ドバイス・ネットワーク理事長 
生重幸恵さん

○対　象　小・中学生の保護者、関
心のある方

○定　員　３００人（申込順）
○申込方法　電話、ファクスまたは
直接担当へ

担当　　　　　　　　　生涯学習課
　1０４６（２５２）８４７２　5０４６（２５２）４３１１

しめ飾り教室

○と　き　①１２月１０日（土）午後１時
～４時②１１日（日）午前９時～正午
③１６日（金）午後１時～４時
○ところ　①東地区文化センター②
市公民館③北地区文化センター

○定　員　各５０人（申込順）
○参加費　３５０円（材料代）
○持ち物　花ばさみか 剪 定   ばさみ、

せん てい

エプロン、霧吹き（お持ちの方）
○申込方法　１２月２日（金）までに
電話、ファクスまたは直接担当へ

担当①　　　　東地区文化センター
　1０４６（２５３）０７８１　5０４６（２５３）０７８９
担当②　　　　　　　　　市公民館
　1０４６（２５５）３１３１　5０４６（２５２）２７７６
担当③　　　　北地区文化センター
　1０４２（７４７）３３６１　5０４２（７４７）８５４２

第３５回座間市青少年健全育成大会

○と　き　１１月２３日（水）午後１時
～（午後０時３０分受け付け）

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール

○テーマ　「育てよう　心豊かな 
ざまっ子!つなげよう　地域の絆 ｣

○内　容　中学生の主張作文コンク
ール入賞者表彰と朗読、青少年善
行ほう賞表彰、記念講演会「親子

の絆～たった一言で変わった俺の
人生」

○講　師　魂のヴォーカリスト　杉
山裕太郎さん

○入　場　自由　　
○主　催　座間市青少年問題協議会
担当　　　　　　　　　　青少年課
　1０４６（２５３）８４１５　5０４６（２５９）２１６３

◆子ども会まつり“座　紅葉祭”

○と　き　１１月２７日（日）午前１０時
～午後２時３０分
○ところ　青少年センター
○内　容　お化け屋敷、イベント、縁
日、模擬店、フリーマーケットほか

○入　場　自由
担当　　　　　　　　　　青少年課
　1０４６（２５３）８４１５　5０４６（２５９）２１６３

リサイクルプラザで
再生家具の展示・販売

　粗大ごみとして家庭から出された
家具などを、補修をしてから展示し、
希望者に安価で販売します（多数抽
選）。１２月分の購入申し込みを次の
とおり受け付けます。皆さんのお越
しをお待ちしています。※いすなど
の即売コーナーを常設しました。
○申込期間　１１月１９日（土）～１２月
２日（金）午前９時～午後５時

※月曜日は休館です。
○抽選日　１２月３日（土）午前１０時～
○ところ　リサイクルプラザ
○対　象　営利を目的としない市内
在住・在勤者

○申込点数　一人１点
○申込方法　申込者本人が直接来館
（電話、代理の申し込みは不可）

※購入物は各自でお持ち帰りくださ
い。
担当　　　　　　リサイクルプラザ
　1０４６（２５２）７９６３　5０４６（２５２）７９６４

ファミリー・サポート事業　交流会

○と　き　１１月１９日（土）午後１時
３０分～３時３０分
○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）３階多目的室

○内　容　プチツリー作り、工作、
ペットボトルけん玉作り、癒しの
コーナー、ゲームなど

※内容により人数制限があります。
○入　場　自由（保護者同伴）
担当　　　　　　市社会福祉協議会
　1０４６（２６６）２００３　5０４６（２６６）２０１７

ボランティア連絡協議会講演会

○と　き　１１月２９日（火）午後１時
３０分～３時３０分
○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）３階多目的室

○内　容　講演「ふみだそう…さら
なる一歩あなたの人間力再生して
みませんか！」

○講　師　公益財団法人さわやか福
祉財団　人間力再生プロジェクト
リーダー　大畠政義さん

○参加申込　事前に電話、ファクス
で担当へ

担当　市社協ボランティアセンター
　1０４６（２６６）２００２　5０４６（２６６）２００９
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平成２３年１月１日～１０月３０日
（物件事故を含まず）

負傷者死者件数
６７２０５８３２３年
６６４２５６３２２年
＋８－２＋２０増減

市内の交通事故件数

救急車消防車
１月～１０月１０月１月～１０月１０月
４，０７６４３５６７５６４２３年
３，８２０３３４５０３５８２２年
＋２５６＋１０１＋１７２＋６増減

消防・救急車出動件数

広報ざま【座間市のお知らせ】No.８９４　　平成２３年（２０１１年）１１月１５日●６ 

青少年センター
〒２５２－００２３立野台１－１－４

1０４６（２５３）８４１１ 5０４６（２５９）２１６３

◆おもちゃ病院
○と　き　１１月２６日（土）午前１０時
～正午（受け付けは、午前１１時３０
分まで）

○内　容　壊れたおもちゃの修理
○対　象　小学生以下（保護者同伴）
○費　用　無料（部品代は一部実費）
○定　員　２０人（先着順）
○申込方法　当日直接同センターへ
◆ひがし映画会
○と　き　１２月３日（土）午前１０時
３０分～１１時３０分
○内　容　「サンタのおくりもの」
「ファーザー・クリスマス」「眠
れぬ夜の小さなお話」

○入　場　自由（幼児は保護者同伴）

◆ＮＨＫ「スクール Live show for
TEENS」の放映

　市制４０周年を記念して、去る１０月
１５日にハーモニーホール座間を会場
に収録された模様が、２週にわたり
Ｅテレ（ＮＨＫ教育テレビ・２チャ
ンネル）にて放映されます。
　中学・高校生がダンスなどのテー
マに挑戦し、客席を巻き込んだパフ
ォーマンスをライブ感たっぷりに繰
り広げます。ぜひご覧ください。
○放映日　１１月２５日、１２月２日いず
れも金曜日午後６時５５分～７時２５
分

◆第１８回お父さんと遊ぼう
○と　き　１２月１０日（土）午前９時
３０分～１１時３０分（午前９時開場）
○内　容　みんなで体操、リレーご
っこ、フープやボールで遊ぼう、
お父さんやお友達と遊ぼうゲーム
ほか

○対　象　３歳以上の未就学児と父
親（二人一組）

○定　員　３０組（申込順）
○持ち物　運動のできる服装、室内
用運動靴

○参加料　一組５００円
○申込方法　１２月９日（金）までに
参加料を添えて直接体育館へ

※現金の取り扱いは午後５時まで。
電話予約可。ただし１週間以内に手
続きを。

◆介護保険認定調査非常勤職員
○募集人員　若干名
○応募資格　介護支援専門員または
保健師、看護師、社会福祉士、介
護福祉士のいずれかの資格保有者
で実務経験のある普通自動車運転
免許所持者

○業務内容　介護保険の要介護認定
に関する訪問調査（被保険者宅へ
の事前連絡、調査票作成など）

○勤務期間　平成２４年１月４日～３
月３１日（更新あり）

○勤務日時　月曜～金曜日午前９時
３０分～午後４時１５分
○賃　金　時給１，３６４円
○応募方法　市販の履歴書（写真張
り付け）に必要事項を記入の上、
１１月３０日（水）までに、介護支援
専門員登録証明書などの写しを本
人が担当に持参

担当　　　　　　　　　介護保険課
　1０４６（２５２）７５３８　5０４６（２５２）８２３８

◇地球環境保全、ＣＯ２削減に
▽コンパクトソーラーライト１４台、
ＬＥＤ電球１１４個＝（株）ノジマ

○戦後の引揚げ時に税関などに預け
た通貨や証券類の返還をしていま
す
　税関では、終戦後に外地から引き
揚げてこられた方々が、帰国前に現
地の在外公館などに預けたり、帰国
時に税関、海運局に預けたりした通
貨・証券類をお返ししています。
　預けられた本人はもとより、ご家
族の方でも心当たりのある方は、気
軽にお問い合わせください。▽問い
合わせ先＝横浜税関業務部税関相談
官室1０４５（２１２）６０００
○座間吹奏楽愛好会第３２回定期演奏
会
▽とき＝１１月１９日（土）午後６時～
▽ところ＝ハーモニーホール座間▽
定員＝１３１０人▽入場＝自由▽問い合
わせ先＝1０４２（７２２）７６８７（ 浜  出 ）

はま で

○コミュニティセンター
【立野台コミセンまつり】
▽とき＝１１月２０日（日）午前１０時～
午後３時▽ところ＝立野台コミュニ
ティセンター▽内容＝作品展示、演
技発表、模擬店ほか▽入場＝自由▽
問い合わせ先＝同センター1０４６
（２５５）０８１５※駐車場はありません。
【東原コミセン祭り】
▽とき＝①１１月２６日（土）午後１時
～４時②２７日（日）午前９時４５分～
午後３時４５分▽ところ＝東原コミュ
ニティセンター▽内容＝①ダンスパ
ーティー、作品展示②演技発表、作
品展示、体験学習、模擬店▽問い合
わせ先＝同センター1０４６（２５５）９７７０
○第２１回 緑の家バザー
▽とき＝１１月２３日（水）午前１１時～
午後１時▽ところ＝緑の家（東原１
丁目）▽その他＝バザー用品のご協
力を▽問い合わせ先＝ＮＰＯ法人緑
の家1０４６（２５７）３５３９（杉本）
○冒険遊び場体験～いちにちプレイ
パーク～
▽とき＝１１月２３日（水）午前９時～
午後３時▽ところ＝芹沢公園内▽内
容＝自分の責任で自由に遊ぶをモッ
トーに体を使って元気に遊ぶ▽参加
方法＝当日直接会場へ▽問い合わせ
先＝座間にプレイパークを作る会1 
０９０（２６５６）２９４３（田坂）
○日本語スピーチ「第１回日本語で
話そう」
▽とき＝１１月２３日（水）午前１０時～
正午▽ところ＝サニープレイス座間
▽内容＝自由なテーマで外国籍の方
による日本語のスピーチ発表▽入場
＝自由▽問い合わせ先＝市国際交流
協会事務局1０４６（２５１）９０００（月曜、
水曜、金曜日のみ）
○第１７回谷戸山公園まつり
▽とき＝１１月２７日（日）午前１０時～
午後２時（雨天時は規模を縮小）▽
ところ＝県立座間谷戸山公園内▽内
容＝園内で収穫したもち米を使った
もちつき（限定無料配布）、コース
ター作り、ネイチャーゲームほか▽
入場＝自由▽問い合わせ先＝同公園
管理事務所1０４６（２５７）８３８８

◆ハッピー・クリスマス～ミニ・リ
ースを作ろう！～

○と　き　１２月１０日（土）午前１０時
～正午

○内　容　ミニ・リースを作る
○対　象　市内在住の小学生
○定　員　３０人（多数抽選）
○参加費　５００円（材料代）
○申込方法　１１月２５日（金）までに
往復はがきに氏名（ふりがな）、
学年、住所、電話番号、｢ハッピ
ー・クリスマス ｣参加希望と明記
の上、郵送または直接返信用はが
きを添えて同センターへ

◆ブックトーク
○と　き　１２月１０日（土）午後１時
３０分～３時
○内　容　「おくりもの」がテーマ
の本の紹介と簡単工作

○定　員　３０人（申込順）
○持ち物　のり、はさみ、クレヨン
○申込方法　１２月９日（金）までに
電話、ファクスまたは直接同館へ

◆健康講座
　骨粗しょう症の予防方法や骨折と
の関係などについて学ぶ講座を相模
が丘コミュニティセンターと共催で
行います。
○と　き　１２月８日（木）午後１時
３０分～３時３０分
〇ところ　相模が丘コミュニティセ
ンター

○内　容　骨粗しょう症と骨折につ
いて

○対　象　市内在住、在勤者
○定　員　５０人（申込順）
〇講　師　興生会相模台病院副院長
整形外科　小林　明正さん

○申込方法　１２月７日（水）までに
電話か直接、相模が丘コミュニテ
ィセンターまたは北地区文化セン
ターへ

◆ほんとうにはじめてのパソコン講
座

○と　き　１２月６日（火）、８日（木）、
１３日（火）、１５日（木）午後１時３０分
～４時３０分（全４回）

○内　容　パソコンの機能を知り、
メールやインターネットを体験す
る

○対　象　市内在住・在勤のパソコ
ン初心者（市公民館、地区文化セ
ンターのパソコン講座未受講者）

○定　員　１６人（申込順）
○参加費　１，８５０円（テキスト代ほか）
○講　師　座間市パソコンサポート
クラブ

○申込方法　１１月２９日（火）までに
電話、ファクスまたは直接同セン
ターへ
◆あすなろ大学公開自主講座５
○と　き　１１月２５日（金）午後１時
３０分～３時３０分
○内　容　同大学生による研究発表
「薩摩藩の琉球王国侵略から４００
年の今日を思う」

○定　員　３０人（先着順）
○参加方法　当日直接同センターへ

○第３回東日本大震災チャリティー
コンサート
▽とき＝１１月２７日（日）午後２時～
４時▽ところ＝東地区文化センター
▽内容＝プロ、音楽大学生などによ
る音楽会▽定員＝１００人▽問い合わ
せ先＝1０９０（７４０２）１３０５（境）
○ガールスカウト第５７団入団説明会
▽とき＝１１月２７日（日）午前１０時～
正午▽ところ＝北地区文化センター
▽対象＝相武台東・相模野・相模が
丘小学校区の幼稚園年長以上の女子
▽連絡先＝1０４６（２５４）２８２０（木村）
○相模野女声合唱団公開レッスン
▽とき＝１１月３０日（水）午前１０時～
正午▽ところ＝大野南公民館▽参加
方法＝直接会場へ▽問い合わせ先＝
1０４２（７３６）９８５０（白井）
○アルペジオ ギターコンサート
▽とき＝１２月３日（土）午後２時～
▽ところ＝ハーモニーホール座間▽
定員＝２００人▽入場＝自由▽問い合
わせ先＝1０４６（２５５）８８０２（小熊）
○おやこの食育教室～親子で楽しく
クッキング
▽とき＝１２月４日（日）午前１０時～
午後０時３０分▽ところ＝市民健康セ
ンター▽内容＝カルシウム強化のメ
ニューほか▽対象＝小学生の親子▽
定員＝１５組▽参加費＝一組５００円▽
持ち物＝エプロン、布きん２枚▽参
加方法＝電話で市食生活改善推進団
体ひまわり会1０４６（２５５）８４１８（山本）
へ
○にこにこフェスティバル
▽とき＝１２月４日（日）午前１０時～
午後３時（雨天決行）▽ところ＝サ
ニープレイス座間▽内容＝片山右京
さんの講演会、コンサート、ビデオ
上映、模擬店、バザー、抽選会ほか
▽問い合わせ先＝市障害者団体連合
会（市社協内）1０４６（２６６）２００１※バ
ザー品のご協力を（古着は除く）。
○アンサンブル虹８ｔｈコンサート
▽とき＝１２月４日（日）午後２時３０
分～▽ところ＝ハーモニーホール座
間▽定員＝３００人▽入場料＝１０００円
（高校生以下５００円）▽参加方法＝直
接会場へ▽問い合わせ先＝1０４６（２５６）
５２８２（柴田）
○ボーイスカウト座間第３団入団説
明会
▽とき＝１２月４日（日）午後１時３０
分～▽ところ＝東地区文化センター
▽対象＝旭・ひばりが丘・東原・栗
原小学校区と立野台・中原小学校の
一部の学校区の来春小学１～６年生
の男子、女子▽連絡先＝1０４６（２５３）
９８４９（根塚）
○ ｢エコクラフト来年のえと（たつ）
のストラップづくり」
▽とき＝１２月１３日（火）午後１時３０
分～３時３０分▽ところ＝市公民館▽
定員＝２０人▽参加費＝６００円（材料
代）▽持ち物＝はさみ、木工用ボン
ド▽申込方法＝電話またはファクス
で15０４６（２５３）４７２２（佐藤）へ
○イジュマービックバンド第１回定
期演奏会
▽とき＝１２月１８日（日）午後６時３０
分～▽ところ＝市公民館▽入場料＝
５００円▽申込方法＝電話で1０４６（２５４）
１３２８（清水）へ
○陸上自衛隊高等工科学校生徒募集
▽応募資格＝中卒（見込みを含む）
の１７歳未満の者▽受付期間＝１１月１
日～平成２４年１月６日▽試験日＝①
一次・平成２４年１月１４日（土）②二
次・１月２８日（土）～３１日（火）▽
問い合わせ先＝自衛隊相模原地域事
務所1０４２（７５５）０６９４

市公民館
1０４６（２５５）３１３１ 5０４６（２５２）２７７６

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１ 5０４２（７４７）８５４２

スカイアリーナ座間
1０４６（２５５）００７７ 5０４６（２５５）１１８８

みんなの広場 

ハーモニーホール座間
1０４６（２５５）１１００ 5０４６（２５２）８７８７

善意のともしび 
（敬称略） 

防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
音
声
自
動
応
答
サ
ー
ビ
ス
で
確
認
で
き
ま
す
。

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９
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◆平成２３年（２０１１年）１１月１５日発行
◆座間市市民部広報広聴人権課編集
　〒２５２-８５６６
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広報ざま【座間市のお知らせ】No.８９４　　平成２３年（２０１１年）１１月１５日●８ 

　去る１０月３１日の日米合同委員会で、キャンプ座間のチャペル・ヒル住宅
地区の一部土地約５．４ヘクタール（下図）の返還が基本合意されました。こ
れは、国と市との協議機関である「キャンプ座間に関する協議会第３回代
表幹事会」において本年１月に合意した市の「返還跡地利用構想」（本紙
１月１５日号で掲載）を踏まえ、国が日米間で返還に向けての調整を進めて
きたものです。
　今回の基本合意は、市民の
皆さんが切望する病院誘致を
位置付けた「返還跡地利用構
想」を具体化するための大き
なステップであり、今後返還
のための米側施設の移設など
が完了した後、実際に返還さ
れます。そのため、市では病
院誘致の実現に向けてさらに
取り組みを進めるとともに、
返還後の跡地利用について財
政支出を極小におさえ有効活
用できるよう、防衛省・財務
省・県などとの具体的協議を
一層加速していきます。
担当　　　　　　　　特定政策推進室　1０４６（２５２）８３０７　5０４６（２５５）３５５０

　人権擁護委員は、基本的人権を守る
とともに、その普及と意識の高揚を図
るため、問題解決の相談や啓発活動に
当たっています。このほど、山本慶子
さん（写真左）、堀田直美さん（写真
右）が法務大臣から新たに人権擁護委
員に委嘱されました。
　本市の人権擁護委員は下表のとおりで（敬称略）、毎月第２火曜日午前
９時～１１時３０分に市役所で人権相談を受け付けているほか、自宅でも相談
に応じていますので、お気軽にご相談ください。

電話番号住　所氏　名
1０４６（２５３）９３５０南栗原１丁目　森田洋一　
1０４２（７４５）６１２４相模が丘２丁目水澤加奈子
1０４６（２５３）６０８９新田宿　　　　池上春夫　
1０４６（２５４）６４６７緑ケ丘４丁目　前田勝義　
1０４６（２５３）６６４３さがみ野１丁目増井文子　
1０４６（２５１）８６４９入谷１丁目　　山本慶子　
1０４６（２５５）６６８６小松原２丁目　堀田直美　

担当　　　　　　　　広報広聴人権課　1０４６（２５２）８０８７　5０４６（２５２）０２２０

増減率
（％）

節電電力量
（ｋＷｈ）

平成２３年電力使用量
（ｋＷｈ）

平成２２年電力使用量
（ｋＷｈ）月

△１５．９△２６７，４０８１，４１０，６７９１，６７８，０８７７月
△１８．８△３３０，４５６１，４２５，３７１１，７５５，８２７８月
△１８．８△３１５，７０４１，３６３，７２２１，６７９，４２６９月
△１７．９△９１３，５６８４，１９９，７７２５，１１３，３４０３カ月合計

　

市
で
は
、
本
年
三
月
十
一

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
に
起
因
す
る
発
電
施
設
の

被
害
に
よ
る
今
年
の
夏
の
東

京
電
力
管
内
に
お
け
る
電
力

供
給
不
足
の
対
策
と
し
て
、

「
座
間
市
節
電
対
策
推
進
方

針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
同

方
針
で
は
、
七
月
〜
九
月
の

期
間
で
、
市
庁
舎
と
公
共
施

設
の
電
力
消
費
を
前
年
同
月

比
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
と
す

る
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
た

め
の
行
動
策
を
定
め
て
節
電

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
回

は
、
各
行
動
策
の
実
施
結
果

と
節
電
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
ア
ー
リ
ー
バ
ー
ド
ワ
ー
ク

の
実
施
結
果
】

　

時
間
外
勤
務
時
の
照
明
な

ど
に
よ
る
市
職
員
の
電
力
使

用
を
控
え
る
た
め
、
平
日
の

時
間
外
勤
務
の
時
間
帯
を
午

前
七
時
〜
八
時
三
十
分
に
設

定
す
る
「
ア
ー
リ
ー
バ
ー
ド

ワ
ー
ク
」を
実
施
し
ま
し
た
。

総
実
施
時
間
は
、
七
月
が
六

九
三
・
〇
〇
時
間
、
八
月
が

五
七
七
・
七
五
時
間
、
九
月

が
四
七
五
・
七
五
時
間
で
す
。

【
市
職
員
の
節
電
行
動
の
実

施
結
果
】

　

職
員
の
節
電
対
策
行
動
を

徹
底
す
る
た
め
に
「
節
電
対

策
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
作

成
し
、
七
月
〜
九
月
の
三
カ

月
、
所
属
ご
と
に
置
か
れ
た

節
電
リ
ー
ダ
ー
を
筆
頭
に
節

電
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

主
な
節
電
対
策
項
目
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
冷
房
の
設
定
温
度
二
十
八

度
を
徹
底
す
る
。

・
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
明
る
さ
を
最
小
限
度

ま
で
落
と
す
。

・
区
域
の
不
必
要
な
照
明
を

消
灯
・
間
引
き
す
る
。

・
使
用
し
て
い
な
い
電
気
製

品
の
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

【
市
公
共
施
設
に
お
け
る
節

電
結
果
】

　

同
方
針
の
行
動
策
を
基
本

と
し
て
各
職
員
が
節
電
に
取

り
組
ん
だ
結
果
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

　

七
月
〜
九
月
の
各
月
と
三

カ
月
間
合
計
で
は
電
力
を
前

年
比
一
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト

削
減
で
き
、
同
方
針
で
掲
げ

る「
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
」

と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

職
員
一
同
、
節
電
を
心
掛
け

た
行
動
を
実
践
し
て
い
き
ま

す
。

※
各
取
り
組
み
結
果
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　

環
境
政
策
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
６
７
５

5
０
４
６（
２
５
７
）７
７
４
３

七
月
〜
九
月
の
節
電
対
策

 
七
月
〜
九
月
の
節
電
対
策

実
施
結
果

実
施
結
果 

新しい人権擁護委員に山本慶子さん、堀田直美さん新しい人権擁護委員に山本慶子さん、堀田直美さん

キキャャンンププ座座間間のの一一部部土土地地約約５５．．４４hhaa返返還還
日日米米合合同同委委員員会会でで合合意意

　市は、「防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律」第９条に基づ
く「特定防衛施設周辺整備調整交付金」の交付対象となりました。これは
長年にわたり市が要望してきたもので、防衛省から本年１０月に連絡があり
ました。市では、これを国の負担軽減策の一つと受け止め、本年度から継
続的に交付される交付金を効果的に活用していきます。
担当　　　　　　　　特定政策推進室　1０４６（２５２）８３０７　5０４６（２５５）３５５０

市市がが特特定定防防衛衛施施設設周周辺辺整整備備調調整整交交付付金金のの交交付付対対象象にに

　自治会は、地域の発展のため、日ごろからさまざまな活動に取り組んで
います。この連載も、多くの自治会員の皆さんの活動に支えられています。
自治会への加入などについては、お住まいの地域の自治会長または自治会
総連合会事務局1０４６（２５２）８７５１にお問い合わせください。
担当　　　　　　　　　　市民協働課　1０４６（２５２）７９６６　5０４６（２５５）３５５０

自自治治会会トトピピッッククスス
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままままままままままままままままままま活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！地域でただいま活躍中！安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心なななななななななななななななななななななななななななななななななななななな地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！安全・安心な地域づくり！

見渡せばとても絆が強き小松原
　小松原は、住宅・工業地域と福祉施設
が隣接共存する地域です。今年の盆踊り
大会は多くの企業と住民の皆さんのほか、
協力団体の支援と協力により、大成功で
終わりました。また市民レクや防災訓練、
どんと焼きのほか、さまざまな行事が秋
から冬にかけて目白押しです。
　これらの行事は小松原にかかわる多くの皆さんの協力によって毎年
成功裏で終了しています。小松原には何かを成し遂げようとした時に、
一人また一人と活動に参加協力をしてくれる方々が現れます。写真の
ように小松原はとても広い所ですが、私たちの住む地域には人との繋
がりを大切にする強い絆の輪があることを確信しました。この絆を大
切に安全安心なまちづくりを目指していきます。

小松原自治会会長　高橋豊

連連連連連連連連連連連連連 載載載載載載載載載載載載載

　市は、去る１０月２６日に在日米陸軍基地管理本部と、２７日に米海軍厚木航
空施設司令部と、災害時の相互支援に関する覚書を締結しました。
　これは、地震・洪水・台風などの自然現象、その他の重大な事件・事故
などの災害が起きた際、食料や医薬品、緊急医療処置、医務人員の提供な
ど災害時の災害救援などについて相互に支援・協力し合うことを定めたも
のです。これにより、災害救援活動の相互支援体制が強化され、災害対応
に大きく寄与します。

担当　　　　　　　　　　安全防災課　1０４６（２５２）７３９５　5０４６（２５２）７７７３

相相互互支支援援のの覚覚書書をを締締結結

在日米陸軍基地管理本部（左）、米海軍厚木航空施設司令部（右）との署名の様子

※� 部分が返還に
合意した土地です。
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